
平成30年７月豪雨による災害と復旧の記録～伊万里市滝川内地区～

「平成３０年７月豪雨」…平成３０年7月5日から8日にかけて梅雨前線が西日本付近に停滞し、西
日本から東海にかけて大雨が連日続いた。7月6日17時10分に長崎・福岡・佐賀の3県に大雨特別警
報が発表され、西日本を中心に多くの地域で河川の氾濫や浸水害、土砂災害が発生し、全国で死者数
が200人を超える甚大な災害となった。 （Wikipediaより）

その影響を受けた伊万里市立滝野小学校前の志佐川の様子や，滝川内地区の崖崩れによる復旧の様
子を地域の方々の協力を得て記録しました。５年生の「流れる水のはたらき」や「天気と防災」の単
元等で参考にされてください。

※画像か画像下のＵＲＬをクリック，もしくはＱＲコードを読み取ると動画を見ることができます。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%89%B9%E5%88%A5%E8%AD%A6%E5%A0%B1


志佐川の増水前と後の様子を動画で比較してみよう。

普段の志佐川の様子

https://youtu.be/jNn6qtVicmY
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志佐川の増水前と後の様子を動画で比較してみよう。

滝野小学校正門から撮影した普段の様子

https://youtu.be/UDqtGgFln3Q
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志佐川の増水前と後の様子を動画で比較してみよう。

７月６日西日本豪雨の時の様子

撮影者：坂井文明教頭先生（当時）

https://youtu.be/HyTXyrkZJAI
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７月６日豪雨の影響で崖崩れが発生しました。

７月６日西日本豪雨の後の崖崩れの様子

撮影者：松本啓二さん

伊万里市立小中一貫校滝野校（佐賀県伊万里市東山代町滝川内）の手前２００m付近で崖崩れが発生。その影響で，
滝川内地区から通学する児童は通学路が土砂で妨げられ，約３ヶ月の間，林道や農道を経由し遠回りをして通学しまし
た。もちろん，伊万里側から勤務する先生方も同様，長崎県松浦市経由で普段の通勤時間の倍以上もかかって勤務され
ている状況だったと聞いています。対策として，土砂崩れの現場の下の水田を潰し迂回路を作るという工事が行われま
した。本格的に崖崩れの復旧工事が始まったのは，水害から約１年４ヶ月後の令和元年１１月から現在工事が続いてい
ます。



７月６日豪雨の影響で崖崩れが発生しました。

７月６日西日本豪雨の後の崖崩れの様子

撮影者：松本啓二さん

滝野小学校側（西側） 滝川内地区側（東側）



迂回路が造られている様子。

約３ヶ月弱後，９月半ばに完成。

撮影者：松本啓二さん



発生から１年４ヶ月後，ようやく崖崩れの工事が始まりました。

令和２年１月現在の様子（ドローンにて撮影）

※ドローン撮影においては，撮影における許可や航空法に基づいた上で適正に撮影しています。

https://youtu.be/Rsa596ude_8
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